
日時 平成２９年１２月　４日（月）１１：００～

場所 白石市役所　３階　第３会議室

１． １２月市議会定例会提出議案について

２． 「白石城をデザインしたマンホールカードが登場！」について

３． その他

定　例　記　者　会　見　資　料

白　石　市
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第４２９回白石市議会定例会提出議案件名一覧

番 号 件 名

第８０号議案 白石市公共下水道区域外流入分担金に関する条例

第８１号議案 白石市簡易水道事業の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例

第８２号議案 白石市個人情報保護条例の一部を改正する条例

第８３号議案 市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条
例

第８４号議案 指定管理者の指定について（白石市鷹巣地区コミュニティセンター）

第８５号議案 指定管理者の指定について（奥州街道ふれあいの館）

第８６号議案 指定管理者の指定について（白石市城東コミュニティセンター）

第８７号議案 指定管理者の指定について（白石城・白石城歴史探訪ミュージアム・
武家屋敷（旧小関家）・白石市小十郎プラザ）

第８８号議案 指定管理者の指定について（白石市文化体育活動センター）

第８９号議案 指定管理者の指定について（スパッシュランドしろいし）

第９０号議案 指定管理者の指定について（白石市弥治郎こけし村）

第９１号議案 指定管理者の指定について（白石うーめんやまぶき亭）

第９２号議案 指定管理者の指定について（かつらの湯）

第９３号議案 指定管理者の指定について（すまｉるひろば）
い

第９４号議案 指定管理者の指定について（越河駅前駐車場）

第９５号議案 指定管理者の指定について（白石市越河公民館）

第９６号議案 指定管理者の指定について（白石市斎川公民館）

第９７号議案 指定管理者の指定について（白石市大平公民館）

第９８号議案 指定管理者の指定について（白石市大鷹沢公民館）

第９９号議案 指定管理者の指定について（白石市白川公民館）

第１００号議案 指定管理者の指定について（白石市福岡公民館）
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第１０１号議案 指定管理者の指定について（白石市深谷公民館）

第１０２号議案 指定管理者の指定について（白石市小原公民館）

第１０３号議案 指定管理者の指定について（白石市精神障害者小規模通所授産施設ポ
プラ）

第１０４号議案 指定管理者の指定について（白石市福祉プラザやまぶき・白石市福祉
作業所やまぶき園）

第１０５号議案 平成２９年度白石市一般会計補正予算（第６号）

第１０６号議案 平成２９年度白石市介護保険特別会計補正予算（第２号）

第１０７号議案 平成２９年度白石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
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担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

16,925,627 74,014 16,999,641

介 護 保 険 4,122,681 13,942 4,136,623

後 期 高 齢 者 医 療 441,337 4,588 445,925

計 9,084,351 18,530 9,102,881

26,009,978 92,544 26,102,522

※特別会計の「計」及び合計欄は今回補正のない特別会計を含む。

１２月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

41,683

770

1,500

900

240○城花町しろいし事業（オープンガーデンフォトブック作成）

○農業次世代人材投資事業

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

○住民情報基幹システム更新事業

○防犯灯維持管理・整備事業

○文化財調査報告書刊行事業

　平成２９年度１２月一般会計補正予算額は７，４０１万４千円で、累計では１６９億

９，９６４万１千円となります。

　今回の補正予算では、住民情報基幹システム更新事業をはじめ、防犯灯維持管理・整

備事業、農業次世代人材投資事業などの経費を計上しています。

　事業別の詳細は別紙１から５のとおりです。

合　　　　　　計

平成２９年度　１２月補正予算概要

会　　計　　名

　　　　　一　般　会　計

特

別

会

計
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［別紙１］
平成２９年１２月議会 記者会見資料

平成２９年度１２月補正予算関係

住民情報基幹システム更新事業

担当：市民経済部市民課

本市では、新たに住民情報基幹システムの導入を決定したことから、平成３０年

１０月からのシステム稼動に向けて、作業を進めているところです。

新システム導入の事前作業として、現在使用しているシステムに集積されたデー

タを、新システムに移行するため、データを抽出する作業を行います。

［歳出］２款 総務費 １項 総務管理費 １４目 情報化対策費

２事業 一般管理的経費

１３節 委託料 ５０６千円

２款 総務費 ２項 徴税費 ２目 賦課徴収費

２事業 賦課徴収経費

１３節 委託料 ３，３６８千円

２款 総務費 ３項 戸籍住民基本台帳費 ２１目 戸籍住民基本台帳費

２事業 一般管理的経費

１３節 委託料 ３２，９１９千円

３款 民生費 ２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費

２事業 児童扶養手当、特別児童扶養手当給付事業

１３節 委託料 ２，０３１千円

３款 民生費 ２項 児童福祉費 ７目 子育て支援費

３事業 子育て支援事業

１３節 委託料 １，３６１千円

４款 衛生費 １項 保健衛生費 ３目 予防費

２事業 一般管理的経費

１３節 委託料 ４６１千円

８款 土木費 ５項 住宅費 １目 住宅管理費

２事業 住宅管理経費

１３節 委託料 １，０３７千円

合計 ４１，６８３千円
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［別紙２］
平成２９年１２月議会 記者会見資料

平成２９年度１２月補正予算関係

防犯灯維持管理・整備事業

担当：総務部危機管理課

防犯灯は、夜間の防犯を目的に、住宅地区の道路や不特定多数の方が通行する生

活道路に設置しています。現在、本市で設置し維持管理をおこなっている防犯灯の

数は、約２，７００灯です。

今回、防犯灯の修繕、設置に係る経費を追加し、夜間通行の安全と安心の確保を

図ります。

［歳出］ ２款 総務費 １項 総務管理費 ２１目 諸費

３事業 一般管理的経費

１１節 需用費 修繕料 ５３０千円

１５節 工事請負費 ２４０千円

合計 ７７０千円
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［別紙３］
平成２９年１２月議会 記者会見資料

平成２９年度１２月補正予算関係

農業次世代人材投資事業

担当：建設産業部農林課

経営の安定が難しい就農時の経営を支援するため、事業対象者に対し、年間最

大１５０万円を最長５年間交付する事業です。

○事業概要

１ 対象者 ：人・農地プランに位置づけられ、原則として４５歳未満の独立

・自営就農する認定新規就農者

２ 補助内容：前年の所得が１００万円未満 交付金額 １５０万円

前年の所得が１００万円以上３５０万円未満

（３５０万円－前年の所得）× ３／５ ＝ 交付金額

※前年の所得が３５０万円以上になると交付金額は０円

３ 主な要件： 交付終了後は、交付期間と同期間営農すること。

[歳入] 県支出金

農業次世代人材投資事業補助金 １，５００千円

[歳出] ６款 農林水産費 １項 農業費 ４目 農業振興費

１０事業 農業次世代人材投資事業

１９節 負担金補助及び交付金

農業次世代人材投資事業補助金 １，５００千円
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［別紙４］
平成２９年１２月議会 記者会見資料

平成２９年度１２月補正予算関係

文化財調査報告書刊行事業

担当：教育委員会生涯学習課

本市には、現在も多数の歴史史料が残されています。これらについては、各

方面からの協力をいただきながら、歴史史料の解明を行い、その結果を文化財

調査報告書として刊行してきました。

本市の歴史文化アドバイザーである、東北大学東北アジア研究センターの荒

武賢一朗准教授と、同准教授を中心とした大学院生グループが計画的に解明を

進めてきた渡辺家文書について、目録がまとまりました。

今回、その目録を解説付きの渡辺家文書として刊行します。なお、渡辺家文

書目録の刊行は３冊目です。

○ 「渡辺家文書」とは、城下町白石の有力商人の一つである渡辺家に伝

わった商家文書です。現存する史料数が２万点近くになると考えられる商

家文書です。旧仙台藩領内では、これほどの商家文書はなく、当時の商慣

行、取引の実態、藩境の経済活動が把握できる良好な文書です。

○ これまでの２冊の報告書は、県内の市町村教育委員会のほか、市図書

館や宮城県図書館、県内の大学などに配布しています。その結果、この報

告書を見て大学研究者などが文書を調査するため、本市を訪れています。

今後は、この報告書を活用して、大学研究者等の史料調査受け入れと白

石城歴史探訪ミュージアムでの展示も検討しています。

［歳出］１０款 教育費 ５項 社会教育費 ４目 文化財保護費

２事業 文化財保護事業

１１節 需用費 印刷製本費 ９００千円
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［別紙５］
平成２９年１２月議会 記者会見資料

平成２９年度１２月補正予算関係

城花町しろいし事業（オープンガーデンフォトブック作成）

担当：教育委員会生涯学習課

城花町しろいし事業は、交流拠点都市づくりの重点施策として取り組んでおり、

平成２７年度から、市内の花と緑に関心のある愛好家にご協力をいただき、お庭

などを無料で公開していただくオープンガーデンを始めました。年々、認知度も

高まり、市内外問わずに、愛好家同士の横のつながりが広がっています。

オープンガーデンの情報は、これまで広報しろいしやホームページに掲載して

周知してきましたが、平成２８年度、オープンガーデンのさらなる周知と庭主の

モチベーションアップのために、オープンガーデンフォトブックを作成しました。

オープンガーデンフォトブックは大変好評のため、予算を追加して増刷を行い

ます。

○オープンガーデンフォトブックの概要

オープンガーデンにご協力いただいている個人や団体のお名前、庭主からのメ

ッセージ、住所、見頃、花の種類、お庭の様子のカラー写真、地図を掲載したも

の

[歳入] 国庫支出金

地方創生推進交付金 １２０千円

[歳出] １０款 教育費 ５項 社会教育費 ６目 地域支援費

３事業 城花町しろいし事業

１１節 需用費 ０４細節 印刷製本費 ２４０千円
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平成２９年１２月定例記者会見資料 

「白石城をデザインしたマンホールカードが登場！」 

担当：上下水道事業所 

■概要

 日本のマンホール蓋は、その土地に縁のある名所、名物品、スポーツ、キャラクター等

が描かれており、全国各地に色々なデザインがあります。マンホールカードは下水道事業

のＰＲを目的に下水道広報プラットホーム（GKP)と地方公共団体が共同で作成しており、

平成 28 年 4 月 1 日に第１弾として３０種（２８自治体）で配布を開始し、これまで、２２

７種（１９４自治体）で配布を行っております。

 白石市も第６弾にカード発行希望申請を行い、下水道プラットホーム（GKP)の監修のも

と、新しく白石城にデザインを変更したマンホールをカードにし、市民の方々にもカード

をきかっけに、下水道を身近に感じ親しみを持ってもらえる様に作成しました。

 また、カードの位置情報として白石城直近のカラーマンホールを登録しており、カード

配布箇所も白石城歴史探訪ミュージアムで行う事により、白石城へ一人でも多くの方に来

場してもらいたいと思っています。

 さらに、カードのＱＲコードのリンク先を白石市の歴代マンホールを紹介するホームペ

ージにし、マンホールが好きな方々に新デザイン以外のマンホールも探索していただき、

白石の街とマンホールを楽しめるようにしております。

第６弾のマンホールカードは１４８自治体の作成希望の中から、６６種類（６４自治体）

で平成２９年１２月９日から一斉に行う事になっております。

■参考

・宮城県内では涌谷町（第３弾）、東松島市（第４弾）、大衡村（第５弾）に次ぐ４番目

・第６弾は宮城県内では白石市のみ作成

・第６弾までの累計で２９３種類（２５２自治体）、約１４０万枚

・カード配布は平成２９年１２月９日(土)AM9:00～白石城歴史探訪ミュージアムにて

・カードになったカラーマンホールは平成２９年３月に交換。

・新しいマンホールは白石城を中心に市の花である山吹の花をあしらい、流れる水は滞る 

ことなく綺麗な水となり循環されることを願ってデザイン。
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マンホール写真

白石城の直近にｶﾗｰﾏﾝﾎｰﾙ蓋を

H29.3に設置。
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